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■ 

平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
の

　

 

概
要
に
つ
い
て

　

本
町
の
予
算
編
成
の
目
安
と
な
る
国

の
予
算
案
は
、「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」

に
お
け
る
集
中
改
革
期
間
の
最
終
年
度

と
し
て
、
現
下
の
重
要
な
課
題
に
的
確

に
対
応
し
つ
つ
、「
経
済
再
生
」
と
「
財

政
健
全
化
」
の
両
立
を
実
現
す
る
予
算

と
し
て
編
成
さ
れ
、
地
方
財
政
に
つ
い

て
も
、
地
方
が
重
要
課
題
に
取
り
組
み

つ
つ
安
定
的
な
財
政
運
営
が
行
え
る
よ

う
、
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
前
年
度

を
上
回
る
一
般
財
源
総
額
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
当
初
予
算
案
は
、
２
年

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
産
業
振
興
計
画
に
基
づ
く
地
産

外
商
の
強
化
や
担
い
手
の
確
保
・
人
材

育
成
な
ど
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
に

よ
る
国
の
経
済
対
策
分
を
含
め
た
実
質

的
な
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
は
、
10
年
連

続
の
積
極
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
、
本
町
に
お

い
て
は
、
普
通
交
付
税
に
お
け
る
合
併

算
定
替
の
段
階
的
な
縮
減
に
よ
る
影
響

な
ど
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予

想
さ
れ
る
中
、
本
町
の
持
続
的
発
展
の

た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん

で
き
た
各
種
施
策
を
推
進
し
、
好
循
環

の
仕
組
み
を
途
切
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、平
成
30
年
度
は
４
月
早
々

に
町
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

第
２
次
四
万
十
町
総
合
振
興
計
画
に
掲

げ
た
、
ま
ち
の
将
来
像
の
早
期
実
現
に

向
け
、
町
政
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な
く

切
れ
目
の
な
い
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
べ
く
、
政
策
的
経
費
を
含
め
た
「
通

常
予
算
」
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額

は
１
６
６
億
３
千
５
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
と
比
較
し
て
８
億
４
千
万

円・５
．３
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
予
算

は
、
返
礼
品
や
事
務
費
、
基
金
へ
の
積

立
金
で
合
わ
せ
て
20
億
７
千
２
０
０
万

円
と
な
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
予

算
を
除
い
た
実
質
的
な
予
算
規
模
は

１
４
５
億
６
千
３
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
町
の
預
金
に
当
た
る
積

立
基
金
残
高
は
、
前
年
度
末
か
ら

３
億
８
０
０
万
円
余
り
増
加
し

１
０
４
億
６
千
８
０
４
万
円
を
見
込
む

一
方
、
町
の
借
金
に
当
た
る
町
債
残
高

は
、
２
億
４
千
８
０
０
万
円
余
り
増
加

し
１
９
０
億
７
千
６
３
２
万
円
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
９

つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
全
11
会
計
の
予
算
規

模
は
、
会
計
間
の
重
複
分
を
差
し
引

く
と
２
２
３
億
２
千
５
５
３
万
円

と
な
り
、
前
年
度
当
初
と
比
較
し
て

２
億
８
千
５
８
８
万
円
・
１
．
３
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

国
保
制
度
改
革
に
つ
い
て

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
な
ど
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
30
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
平
成
30
年
度
か

ら
は
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
り
、
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事

業
の
推
進
な
ど
に
お
い
て
中
心
的
な
役

割
を
担
う
こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
制

度
の
安
定
化
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

各
市
町
村
で
は
、
都
道
府
県
が
決
定

し
た
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
を

納
付
す
る
た
め
、
保
険
料
を
賦
課
・
徴

収
す
る
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
県
の
国
保
運
営

方
針
で
は
、
保
険
料
は
各
市
町
村
の
医

療
費
水
準
と
国
保
加
入
者
の
所
得
水
準

を
反
映
し
、
納
付
金
相
当
額
の
上
昇
幅

を
最
大
１
％
と
す
る
激
変
緩
和
措
置
を

設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
県
内
の
一
人
当

た
り
保
険
料
必
要
額
（
理
論
値
）
で
は
、

比
較
的
低
い
方
に
位
置
し
て
お
り
、
保

険
料（
税
）に
つ
い
て
も
、
現
在
の
税
率

を
上
げ
る
こ
と
な
く
対
応
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
加
入
が
多
く
財
政

基
盤
が
弱
い
と
い
う
構
造
的
な
課
題
か

ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
も
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
決
算
補
填
な
ど
を
目

的
と
す
る
法
定
外
の
繰
入
な
ど
を
計
画

的
に
解
消
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
、

中
長
期
的
な
視
点
で
安
定
し
た
運
営
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

国
民
皆
保
険
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
も
、
ま
た
、
町
民
誰
も
の
願
い
で
あ

る
健
康
と
長
寿
を
確
保
し
つ
つ
運
営
の

安
定
化
を
目
指
し
、
県
と
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

■ 

小
中
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て

　

先
の
12
月
定
例
議
会
で
の
報
告
後
、

昨
年
12
月
19
日
に
は
、
教
育
委
員
会
か

ら
「
四
万
十
町
立
小
中
学
校
適
正
配
置

に
係
る
提
言
書
」
が
提
出
さ
れ
、「
町
内

小
中
学
校
の
課
題
と
現
状
」、「
教
育
的

観
点
か
ら
の
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配

置
」、「
学
校
適
正
配
置
計
画
」
な
ど
に

つ
い
て
の
提
言
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
の
学
び
を
保
証
す
る
た
め
に

も
、
早
急
に
「
第
２
次
四
万
十
町
立
小

中
学
校
適
正
配
置
計
画
」
の
策
定
が
必

要
と
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
本
年
２
月
20
日
に
は

「
四
万
十
町
学
校
適
正
配
置
推
進
本
部
」

を
開
催
し
、
適
正
配
置
計
画
の
進
め
方
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
主
な
日
程
に
つ
い
て
は
、
４

月
下
旬
か
ら
各
地
区
で
保
護
者
な
ど
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
６
月
下
旬
に

は
、
児
童
生
徒
の
保
護
者
、
区
長
会
の

代
表
者
、
学
校
長
な
ど
で
組
織
す
る

「
四
万
十
町
学
校
適
正
配
置
審
議
会
」
で

の
審
議
を
開
始
し
、
所
定
の
手
続
き
を

経
て
、
本
年
12
月
に
は
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

■ 

町
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　

先
の
12
月
定
例
議
会
で
中
間
報
告
を

行
い
ま
し
た
、
昨
年
10
月
か
ら
の
町
内

各
小
学
校
区
で
の
「
保
護
者
・
教
員
と

の
座
談
会
」
が
、
本
年
１
月
26
日
に
全

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
子
育
て
世
代
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抽
出
し
、
今
後
の
町

政
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
町

内
12
カ
所
で
開
催
し
、
延
べ
１
９
８
名

の
保
護
者
、
教
職
員
な
ど
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
保
育
や
教
育
環
境
、

高
校
へ
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、

防
災
、
医
療
、
住
宅
、
就
業
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
案

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
有
意
義
な

会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
そ
の
意
見
な
ど
の
取
り
ま
と

め
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
そ
の
結

果
を
受
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
効
果
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
提
案
な
ど
に
つ
い

て
は
、
順
次
、
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
対
策
、
子
育
て
支

援
、
移
住
定
住
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、平
成
27
年
11
月
に
「
四
万
十

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
、
２
０
４
０
年
ま
で
に

合
計
特
殊
出
生
率
を
２・
１
８
に
上
昇
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
若
年
層
の
転
出
超

過
を
３
割
抑
制
、
年
間
20
組
40
人
の
移

住
を
目
標
と
定
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
や

国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
で
は
、
移
住
の
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
移
住
を
積
極
的
に

推
進
し
て
き
た
結
果
、
平
成
27
年
度
26

組
45
人
、
平
成
28
年
度
46
組
73
人
、
本

年
度
は
12
月
末
現
在
で
92
組
１
３
９
人

の
移
住
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
ま
い
の
面
で
は
、
中
間
管

理
住
宅
な
ど
の
移
住
者
向
け
施
策
の
ほ

か
、
若
者
定
住
住
宅
や
家
族
支
え
あ
い

住
宅
な
ど
、
定
住
者
の
増
加
に
つ
な
げ

る
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
平
成
28
年

度
の
実
績
で
は
、
若
者
定
住
住
宅
25
件
、

家
族
支
え
合
い
住
宅
８
件
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
産
・
子
育
て
政
策
に
お
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
出
産
祝
い
金
の
創
設
、
保

育
料
の
減
免
を
拡
充
す
る
な
ど
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
学
校
に
お
い
て
は
、
全
校
へ

の
電
子
黒
板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
の

ほ
か
、教
室
の
空
調
設
備
の
整
備
、ま
た
、

保
育
現
場
に
お
い
て
は
、
本
年
６
月
末

ま
で
に
全
保
育
所
に
空
調
を
完
備
す
る

予
定
と
し
て
お
り
、
教
育
・
保
育
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

公
設
塾
「
じ
ゆ
う
く
。」
を
開
設
し
、
高

校
生
の
学
習
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
26
年
は

１
８
０
人
の
減
、
平
成
27
年
は
60
人
の

減
で
あ
っ
た
社
会
動
態
が
、
昨
年
は
合

併
後
初
め
て
転
入
転
出
が
逆
転
し
、
15

人
の
社
会
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
生
に
つ
い
て
も
、
昨
年
度

の
81
人
か
ら
本
年
度
末
時
点
の
推
計
で

24
人
増
の
１
０
５
人
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　

民
間
の
調
査
会
社
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
市
町
村
の
魅
力
度
調
査
「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
調
査
」
で
は
、
全
国
２
千
自
治

体
の
中
で
、
本
町
は
毎
年
上
位
１
０
０

位
以
内
に
選
出
さ
れ
て
お
り
、
四
国
で

は
常
に
１
位
ま
た
は
２
位
を
維
持
し
、

県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
好
循
環
の
流
れ
は
、
行
政

施
策
の
み
で
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

各
組
織
や
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
尽
力

の
賜
物
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
好
循
環
を
踏
襲
し
、
町

政
発
展
の
た
め
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


